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「VRを用いた景観検討」 

景観検討においては景観予測を行っており、模型やフォト

モンタージュ、CG、VRなど用途に応じて様々な手法が用いら

れてきた。 

近年の建設事業における、CIM（Construction Information 

Modeling）の進展は、従来の景観検討の作業プロセスを変化

させるとともに、PCやソフトウェアの進化により、迅速に正

確な予測が可能になってきた。また、VRデバイスによる立体

表示など表示技術が開発されている。 

■展示技術 

・CIMソフトウェアを用いた景観予測技術 

・VRデバイスによる景観体験技術 
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